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公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
交
通
遺
児

奨
学
金
制
度
が
、広
く
道
民
の
皆
様
の
善
意
に
よ
る
資
金
を
基

に
し
て
、多
く
の
交
通
事
故
被
害
者
の
お
子
様
へ
の
支
援
を
行

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
の
道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
１
２
０
人
と
な

り
、交
通
事
故
統
計
の
記
録
が
あ
る
昭
和
22
年
以
降
、最
少
と
な

り
ま
し
た
が
、高
齢
歩
行
者
の
死
者
数
は
増
加
し
て
お
り
、依
然

と
し
て
多
く
の
方
が
交
通
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
夏
、千
葉
県
で
飲
酒
運
転
に
よ
り
子
供
達
が
犠
牲
に
な

る
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、全
国
的
に
通
学
路
の
安
全

点
検
と
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
対
策
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

本
道
で
も
、飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
に
つ
い
て
は
、死
者
数
が

５
人
と
前
年
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
が
、未
だ
根
絶
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ

せ
な
い
、許
さ
な
い
」と
い
う
理
念
に
「
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」

と
い
う
社
会
の
目
を
広
げ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
追
加
し
て
、道
民

一
人
一
人
の
意
識
と
行
動
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
が
社
会
問
題

化
す
る
中
で
、運
転
に
不
安
を
感
じ
る
高
齢
運
転
者
が
免
許
を

自
主
的
に
返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
、運

転
免
許
保
有
者
の
急
速
な
高
齢
化
を
見
据
え
た
交
通
事
故
防
止

対
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

北
海
道
で
は
、引
き
続
き
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
～
め

ざ
せ　

安
全
で
安
心
な
北
海
道
～
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、関

係
機
関
や
団
体
、地
域
の
皆
様
方
と
力
を
合
わ
せ
交
通
事
故
の

減
少
と
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、奨
学
生
の
皆
様
が
自
ら
の
夢
や
希
望
の
実
現
に
向

け
て
、ま
す
ま
す
学
業
に
励
ま
れ
、充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
ら

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　

成
人
年
齢
が
、今
年
の
四
月
よ
り
、現
行
の
二
十
歳
か
ら
十
八

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。改
正
の
理
由
に
は
、世
界
的
に
も

成
人
年
齢
を
十
八
歳
と
し
て
い
る
国
が
主
流
で
あ
る
こ
と
や
、

高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
十
八
・
十
九
歳
の
自
己
決
定
権
を
尊

重
し
積
極
的
な
社
会
参
加
へ
の
期
待
な
ど
が
あ
り
ま
す
。そ
の

背
景
に
は
、急
速
な
社
会
情
勢
の
変
化
が
あ
り
、そ
の
要
因
と
し

て
大
き
い
の
が
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）の
発
達
で
す
。Ａ
Ｉ
は
、私

た
ち
の
生
活
を
便
利
に
す
る
だ
け
で
な
く
、安
心
・
安
全
な
社

会
づ
く
り
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
が
車
の
事
故
防

止
シ
ス
テ
ム
で
、自
動
運
転
の
実
証
実
験
も
飛
躍
的
に
進
ん
で

い
る
こ
と
を
、あ
る
Ｔ
Ｖ
の
報
道
番
組
で
知
り
ま
し
た
。そ
の

番
組
の
中
で
開
発
に
携
わ
る
方
が
「
事
故
を
無
く
す
る
の
は
あ

く
ま
で
も
通
過
点
で
、人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を

最
大
の
目
的
と
し
て
、私
達
は
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。」と
、お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。仕
事
は
、自
動
車
の
開
発
で
あ
っ
て

も
、そ
の
思
い
は
「
誰
か
が
喜
ん
で
く
れ
る
、人
の
役
に
立
つ
」

こ
と
に
あ
る
こ
と
が
、と
て
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

十
代
の
皆
さ
ん
は
、こ
れ
か
ら
様
々
な
選
択
を
し
な
が
ら
人

生
を
歩
む
と
思
い
ま
す
。そ
の
歩
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

そ
の
一
歩
一
歩
は
必
ず
誰
か
の
た
め
に
な
る
は
ず
で
す
。今
の

勉
強
も
将
来
の
希
望
（
仕
事
）に
繋
が
る
大
切
な
一
歩
で
す
し
、

希
望
を
叶
え
（
仕
事
に
就
き
）前
に
進
む
こ
と
で
、あ
な
た
の
周

り
人
、関
わ
っ
た
多
く
の
方
々
に
、笑
顔
や
感
謝
の
思
い
を
届
け

る
一
歩
に
な
る
は
ず
で
す
。そ
の
一
歩
が
更
な
る
原
動
力
と
な

っ
て
、あ
な
た
自
身
に
返
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
「
誰
か
の
た
め
に
！
」働
く
こ
と
、「
誰
か
の
た
め
に
！
」生
き

る
こ
と
を
喜
び
に
し
て
、こ
れ
か
ら
も
心
を
豊
か
に
生
活
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

巻　頭　言

校長先生からの
メッセージ

交通事故のない北海道を目指して

北海道環境生活部
くらし安全局長　田辺　きよみ

誰かのために（人の役に立つ）

石狩市立花川北中学校
校長　加藤　秀典

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｙ
ひ
ろ
ば
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２
０
２
１
年
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、日
本
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、自
ら
の
限
界
に
挑
戦
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
達
。
人
生

の
途
中
で
事
故
や
病
気
に
遭
遇
し
障
害
を
抱
え
た
人
、生
ま
れ
な

が
ら
に
障
害
を
持
っ
た
人
。

　

し
か
し
、プ
レ
ー
で
見
せ
る
あ
の
笑
顔
と
精
神
力
の
強
さ・
逞
し

さ
は
、ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
自
ら
に
重
い
負

荷
を
か
け
、懸
命
に
プ
レ
ー
す
る
真
摯
な
姿
に
、唯
々
感
動
し
学
ぶ

も
の
が
多
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

交
通
事
故
の
絶
え
な
い
昨
今
、そ
の
陰
で
苦
闘
す
る
遺
児
の
皆

さ
ん
が
、逆
境
を
乗
り
越
え
、あ
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
た
ち
の

様
に
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
欲
し
い
。

　

そ
う
し
た
思
い
で
40
年
間
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
の
が
、チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
呉
美
の
市
で
ご
ざ
い
ま
す
。
西
陣
織
の
生
産
者

の
皆
様
が
、京
都
市
民
の
み
を
対
象
に
、き
も
の・
帯
等
を
格
安
に

提
供
す
る
門
外
不
出
の
伝
統
あ
る
呉
美
の
市
。そ
の
伝
統
あ
る
呉

美
の
市
を
小
林
豊
子
き
も
の
学
院
が
、交
通
遺
児
の
為
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
と
し
て
開
催
が
認
め
ら
れ
、現
在
も
引
き
継
い
で
40

年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
京
都
よ
り
移
さ
れ
た
一
粒
の
種
が
、沢

山
の
方
々
の
温
か
い
お
心
遣
い
で
育
て
ら
れ
、育
ま
れ
途
絶
え
る
こ

と
な
く
育
英
基
金
と
し
て
贈
り
続
け
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

こ
の
事
業
を
継
続
し
、小
林
豊
子
き
も
の
学
院
講
師・
社
員
一同
が一

丸
と
な
って
専
心
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
全
道
各
地
で
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援・
ご
協
力
を
賜

り
、心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

何
時
終
息
す
る
か
分
か
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、遺
児
の

皆
さ
ん
が
自
ら
の
生
き
方
を
創
造
し
、豊
か
な
人
生
を
創
り
上
げ

希
望
を
失
わ
ず
未
来
に
向
か
っ
て
、夢
の
実
現
に
邁
進
し
て
欲
し
い

と
願
って
お
り
ま
す
。

篤志家からの
メッセージ

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｙ
ひ
ろ
ば

フレンドリー通信

夢と希望に向かって

小林豊子きもの学院
北海道学院長　信田　豊愁

1	 目　的
　�　奨学生の皆さんや保護者の方が、将来の夢・現在の心
境・思い出等を作文を通して発表することにより、広く
社会における思いやりの心を高め、交通安全意識の醸成
等を図ることを目的として実施します。

2	 応募作品
　（１）テーマは概ね次の内容でお願いします。
　　・将来の夢
　　・私の思うこと
　　・交通安全と命の大切さ　など
　（２）�字数については、600字から800字程度でお願いし

ます。
　（３）�作品は、随時受け付けています。
　（４）�作品は、当推進委員会機関誌「フレンドリー通信」や

ホームページに掲載させていただくことがありま
す。掲載された方には図書券を差し上げます。応募
者の個人情報の取扱いについては、応募者の同意な
く、他の目的に利用することはありません。

3	 応募方法
　（１）送付書類
　　　�作文 、郵便番号・住所 、氏名（ふりがな）、年齢 、職業

（学生の方は学校名・学年）、電話番号を明記して、郵
送先住所に送付願います。

　（２）送付先
� 　ア　郵送の場合：�
　　　　〒060 - 0005�札幌市中央区北5条西6丁目1番地23　�
� 　　　　第二道通ビル6階
� 　　　　�公益社団法人北海道交通安全推進委員会��

総務担当グループ　
� 　イ　FAXの場合：（011）221─7873
� 　ウ　電子メールの場合：safety@slowly.or.jp

奨学生・先輩・保護者の皆さん〜作文をお寄せください〜



　このコンクールは道内の高校生を対象に、お酒を飲まない高校生の視点から飲酒運転根絶メッセージを作成してもらい、ラジオやＨＰ
等を活用し、その親の世代をはじめとした道民に広く発信することにより、家族等で飲酒運転根絶に向けた気運を高めるとともに、近い
将来運転免許を取得し、ドライバーになる高校生が自ら飲酒運転について考える契機を与えることで、高い規範意識を養うことを期待し
募集しました。
　9月から10月の2カ月の募集期間に1,164作品の応募があり、厳正な審査の結果、以下のとおり8作品が受賞しました。
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■北海道知事賞 （敬称略）

メッセージ内容 学校名・学年 氏　　名

飲酒運転を「する」あなたも、「させる」あなたも、「止めない」あなたも、みんな”同罪”。
あなたの「ちょっとストップ。」そのブレーキひとつで守られる命がある。起こさせて
はいけない。起こしてはならない。未然に防ごう、飲酒運転。

稚内大谷
高等学校 
（２年）

青
あ お き

木　悠
ゆ ら

空

■北海道教育委員会教育長賞
失った命は戻らない、奪った事実は消せない。「戻りたい」と思っても「戻れない」。
根絶目指す声に耳を傾けて。人のために、自分のために、やめよう飲酒運転。
後悔しない未来へと。

北海道砂川
高等学校
（３年）

チーム名
ASAHi with T

■北海道警察本部長賞
一瞬の甘え　一瞬の判断　一瞬の行動　一生の後悔　

「あのときにこうしていれば…」を今、変えよう。
過去は変えられないけれど、未来はあなた次第。やめよう。飲酒運転。

北海道苫小牧東
高等学校
（１年）

千
ち ば

葉　楓
ふ う か

加

■札幌市長賞
運転すると決めたら、飲まないこと。飲むと決めたら、運転しないこと。
ルールを守れないなら、運転をやめよう。取り返しのつかなくなる前に。人のために。
自分のために。みんなでなくそう飲酒運転。

札幌山の手
高等学校
（１年）

正
ま さ き

木　樹
じゅのん

音

■北海道交通安全推進委員会会長賞
１人の意識では変わらない、なくならない、そんな飲酒運転もみんなの意識が１つ
になればきっと変わるはず。全員で安全な未来をつくっていこう。意識しよう。
そしてなくそう飲酒運転。

北海道富良野
高等学校
（１年）

後
ご と う

藤　響
ひびき

■北海道交通安全協会会長賞
「一杯どうぞ」の誘いを断る強い意志。少しの油断が大きな罪につながる。
大切な「命」、大切な人の「笑顔」、「夢ある私たち」を守るためにも、お願い、しない、
させない　飲酒運転。

北海道稚内
高等学校
（２年）

藤
ふ じ た

田  菜
な な み

々美

■北海道安全運転管理者協会会長賞
今、大切なことは何ですか？車で早く家に帰ることですか？自分や他人の命ですか？
しっかり考えよう。飲酒運転をやめよう。軽はずみな行動が未来を大きく変えて
しまうから。

酪農学園大学附属
とわの森三愛高等学校

（１年）
家
や も り

守　紗
さ あ や

彩

■飲酒運転根絶アンバサダー「やべーべや」特別賞
酒を飲んだら運転しない、それだけの事なのに、何故守れないのか、「自分は平気」
とでも思っていたのか、そのせいで自分の人生を棒に振ることを知っているのに、
人々の命と未来を守るためにも絶対に許すな、飲酒運転。

北海道札幌視覚
支援学校

（高等部１年）
小
お が さ わ ら

笠原  啓
けいすけ

介

令和3年　飲酒運転根絶！高校生メッセージコンクール

北海道知事賞

北海道交通安全推進委員会会長賞

北海道警察本部長賞

北海道安全運転管理者協会会長賞

北海道教育委員会教育長賞

北海道交通安全協会会長賞

札幌市長賞

飲酒運転根絶アンバサダー「やべーべや」特別賞



皆様からのご支援に心から感謝します
（令和３年９月１日～令和４年２月２８日）

令和4年3月　第64号� （6）フレンドリー通信

お　　

知　　

ら　　

せ

交通遺児育英事業や交通遺児をなくすための交通安全運動全般に寄付していただきました個人・団体の皆様です。（順不同・敬称略）

受領月 寄　付　者　名 種  類 区　分 寄付金額 
（単位：円）

9月 一般社団法人空知建設業協会 特定 寄付 219,000
植村　泰也 特定 寄付 2,000
一般社団法人札幌地区トラック協会南空知支部 特定 寄付 50,000
美幌交通安全母の会 特定 寄付 6,500
建設産業交通安全推進北海道本部 特定 寄付 1,000,000

10月 匿名 特定 寄付 10,000
植村　泰也 特定 寄付 2,000
根室市交通安全推進協議会
根室市交通安全指導員会

特定 募金（黄色い羽根） 15,815

11月 訓子府町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 4,589
砂川地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,911
弟子屈地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 939
ニセコ町内各自治会（46団体） 特定 募金（黄色い羽根） 108,530
富良野市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 3,075
北海道銀行手稲支店 特定 募金（箱募金） 2,567
中富良野町生活安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,631
札幌中央信用組合山鼻支店 特定 募金（箱募金） 1,579
札幌中央信用組合美香保支店 特定 募金（箱募金） 76,593
札幌中央信用組合南郷支店 特定 募金（箱募金） 5,371
東神楽町役場 特定 募金（箱募金） 1,348
斜里地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 5,381
中標津地方交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 7,053
倶知安地方交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,821
北海道銀行北二十四条支店 特定 募金（箱募金） 2,359
北海道銀行札幌駅北口支店 特定 募金（箱募金） 1,030
札幌中央信用組合平岡支店 特定 募金（箱募金） 2,410
札幌中央信用組合発寒支店 特定 募金（箱募金） 2,425
枝幸町役場 特定 募金（箱募金） 1,946
札幌北交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,309
一般社団法人網走地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,066
広尾地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,464
北海道信用金庫光星支店 特定 募金（箱募金） 1,245
札幌中央信用組合北支店 特定 募金（箱募金） 3,827
松前地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 11,091
幕別町役場 特定 募金（箱募金） 1,238
新篠津村農業協同組合 特定 募金（箱募金） 1,787
江差町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,503
北広島市交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,444
江別地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,984
後志地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,105
北海道信用金庫本店営業部 特定 募金（箱募金） 6,198
北央信用組合澄川支店 特定 募金（箱募金） 4,992
共和町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 10,641
遠軽地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,341
美幌町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 3,486
南幌町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,576
北海道銀行麻生支店 特定 募金（箱募金） 1,436
北海道銀行星置支店 特定 募金（箱募金） 1,773
斜里町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,162
赤平交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,000

受領月 寄　付　者　名 種  類 区　分 寄付金額 
（単位：円）

11月 夕張市交通安全市民運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,535
北海道銀行本店営業部 特定 募金（箱募金） 2,113
芦別交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,200
新ひだか町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 3,404
八雲町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 35,165
遠軽町役場 特定 募金（箱募金） 2,631
北海道銀行琴似支店 特定 募金（箱募金） 2,438
稚内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,359
一般社団法人函館方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,106
弟子屈町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 4,803
北海道銀行東札幌支店 特定 募金（箱募金） 1,058
釧路市役所 特定 募金（箱募金） 2,312
一般社団法人岩見沢地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,021
札幌西交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,527
オホーツク地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,631
一般社団法人旭川方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,609
石狩市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 4,300
全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 681,956
美唄市交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,643
一般社団法人釧路方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,028
厚岸地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 7,081
三笠市交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,000
函館市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,097
札幌手稲交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,456
留萌地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,205
北海道銀行薄野支店 特定 募金（箱募金） 3,529
当麻町交通安全母の会連合会 特定 募金（黄色い羽根） 10,136
一般財団法人静内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,014
富良野地方交通安全協会 特定 募金（箱募金） 12,800
一般社団法人苫小牧地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,394
北海道銀行室蘭支店 特定 募金（箱募金） 1,235
秩父別町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,225
遠別町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,359
興部地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,284
一般社団法人紋別地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,900
利尻富士町役場 特定 募金（箱募金） 1,171
一般社団法人千歳地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 14,284
一般社団法人美幌地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,869
一般社団法人美幌地区交通安全協会 特定 寄付 10,000

12月 宗谷地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,118
根室交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,335
檜山地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,113
江別市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 7,744
植村　泰也 特定 寄付 2,000
平取町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 6,905

1月 泊村役場 特定 募金（箱募金） 170,698
株式会社アペックス 特定 寄付 13,483

2月 植村　泰也 特定 寄付 2,000

一般社団法人空知建設業協会 建設産業交通安全推進北海道本部 全国共済農業協同組合連合会北海道本部 小林豊子きもの学院
北海道本部・北海道講師会
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◆奨学金の返還を完了した方々	
　（令和３年9月～令和４年３月までの間）
　奨学金の返還を完了された方は、２名です。長い間、大変ご苦労様でした。返還された資金は、後輩奨学生の奨学金として役立てております。
　これからも社会の一員として、健康で幸福な生活を送れますよう心からご祈念申し上げます。
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